











本研究は,独立行政法人科学技術振興機構 (JST)が主催する平成 18年度サイエンス ･
パートナーシップ ･プロジェクト (SPP)の一環として行われた ｢教員研修｣の取 り組み








2.1 サイエンス ･パ ートナーシップ ･プロジェクトとは
SPPは,学校等の教育現場や教育委員会等管理機関,大学 ･科学館等が連携を図るこ
とにより,｢科学技術,理科 ･数学 (算数)に関する観察,実験,実習等の体験的 ･問題
解決的な活動を中心とした学習活動や,これについての研修を行い,児童生徒の科学技












る｡ さらに実際の教員研修の場には,東原宏幸 (長崎大学教育学部附属小学校 教諭)が






















ところで,長崎県の教育に特有なものの 1つに ｢離島教育｣がある｡ これは原田他























































算数 ･数学科の授業創 りにおいて重要な概念の1つに,｢算数 ･数学的活動｣が挙げら








































④ 反省 ･適用 ･応用の活動
数学的な思考過程や数学的に得られた事柄をより一般的な場面において反省 し
たり (振 り返ったり),適用したり,応用したりする活動
⑤ 発展 ･創造 ･文化の享受の活動
さらなる数学的な方法の広がりを導 く発展的 ･創造的な活動,論理的体系性を
もった数学文化を享受する活動
算数 ･数学的活動の5段階 (平岡 ･宮内 (吉田),2006)
この ｢算数 ･数学的活動の5段階｣は,高等学校における数学的活動 (文部科学省,
2004b)だけでなく,Trefers(1987)の "具体的文脈から体系的な文脈-の垂直方向"の
数学的活動の捉え方やストリヤール (1976),平岡 (2004),そして日本の "問題解決型の
算数 ･数学の授業"という特徴 (平岡 ･宮内 (吉田),206)をも加味して構成されている｡
3.2 算数 ･数学的活動の視点に立った授業理解の枠組み
さらに,ヴイゴツキー ･ルリア (1930/1987)に基づく構造の不変性 ･構造の個々の要
素からの独立性 (吉田,205)という視点から,前節での一連の算数 ･数学的活動に3つ
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単元 あまりのあるわ り算 (8授業時間) 三角形のなかまを調べよう (9授業時間)
単 乗法九九を1回適用 してできる除法 二等辺三角形や正三角形の概念や性質につ
元 で,あまりのある場合の計算のしか いて理解 し,それを構成 したり用いたりす
冒 たについて理解するとともに,それ る能力を伸ばす
標 .を用いる能力を身につける
学習 1.乗法九九を1回適用 してできる 1.形としての角の概念を理解 し,角の大除 で,あまりのある場合の計 小を比べることができる (1時間)
活動の 算方法を理解する (2時間) 2.3種類の合同な-2つの直角三角形板2.あまりと除数の関係を理解する を用いて,いろいろな三角形をつ くり,
計画 (1時間) 辺の長さや角の大きさに着 冒して三角
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学習 ついて,答えの確かめ方を理解 角形と正三角形について,定義と角の
する (1時間) 性質を理解する (3時間)(-策軽塗葦)
4.わり算の筆算形式を知 り,筆算 3.二等辺三角形のかき方を理解し,指定
のよさに気づく (1時間) された二等辺三角形を作図することが








莱の視 を視覚的にとらえさせることによ べの時間を十分確保することにより,三角り,題意 即したあまりの処理のし 形 特徴に気づいてなかまわけができるで
4.3 算数科における複式授業の課題
村田他 (2006)によると,長崎県下の公立小学校 (休校を除く)400校のうち,約 1/4

















づ く ｢わたり｣のあり方を,算数 ･数学的活動の視点から検討する｡
平岡賢治･宮内(吉田)香織:算数的活動の視点からみた複式授業における｢わたり｣の考察-サイエンス･パーけ-シップ･プロジェクトにおける取り組みから- 9
5 算数科の複式授業における ｢わたり｣のあり万一算数的活動の視点から















例えば,3年生の課題設定 (②)の場面では,子どもが ｢学習のめあて｣と ｢活動の方
向性｣を認識するために,教師の直接的関与が不可欠である｡ そして一旦,課題が設定さ


































































































図3:｢算数的活動の視点に立 った授業理解の枠組み｣(3年生 ｢余 りのあるわり算｣)
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